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１．概要（Summary） 

ラマン分光法は低破壊・低侵襲な分析手法であり、生

体内分子の検出への応用が期待されている。実際に当研

究室では顕微ラマン分光法を用いた生理活性物質

amphotericin Bの菌体内検出を報告しており、現在多様

なサンプルへの応用を行っている。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

顕微ラマン分光装置 

【実験方法】 

共焦点ラマン分光計を用いて、penicillin を産生する

アオカビの１種である P.chrysogenum のラマンスペクトル

を測定した。菌体から得られるラマンスペクトルは多様な

生体分子由来の成分が重層しているため、多変量解析

MCR-ALS を用いて各スペクトル成分の抽出を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

顕微ラマン分光計によって測定した P.chrysogenum

のラマンスペクトルに対して MCR-ALS解析を行った結

果、多様な生体分子に由来する複雑なスペクトルを各ス

ペクトル成分に分解することができ、penicillin 由来の

スペクトル成分も実際に確認された（Fig. 1）。また解析

の結果取得される各スペクトル成分の強度分布情報から、

penicillin が菌糸内に局所的に存在することが確認され

た。 

 
Fig. 1 Results of multivariate analysis of Raman 

spectra derived from P. chrysogenum. 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

第 71 回 生 物 工 学 会 、 International Marine 

Biotechnology Conference 2019 にて学会発表。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 


